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防犯・交通安全立哨 
 

各学校の第2学期が始まる初日 9月１日早朝（午前 7時～8

時）、防犯・交通安全街頭指導立哨を轟町交差点で行いました。 

立哨には、藺牟田駐在所の本白水勇作所長もご参上いただき、

民生児童委員、轟青年部長及び榎園清人コミ会長はじめ、以下

コミ協役員総勢11名で実施しました。 

防犯用品の昇り旗を立て、防犯用具（帽子、腕章、タスキ、

チョッキ）を身に纏い、通行者に防犯、交通安全についてアッ

ピールし、犯罪・交通事故防止の抑止の効果を狙った立哨です。 

普段より隣近所、或いは、見知らぬ人へも、一寸したことで

も、監視の意味を含めて、声掛け挨拶で、安全で安心して暮ら

せる住みよい地域づくりの為に区民皆で監視し合い、防犯及び

交通道徳の維持に努めましょう。 

 

 
 

敬老会盛大に挙行さる 
  

  9月15日恒例の敬老会が盛大に実施されました。 対象者

は80歳以上で、47名、その内、参加者は19名でした。一方、

女性部による料理の準備から当日の会場づくり、余興の要員、

そして来賓者 8名の協力者を含め総勢 63名で盛大に挙行され

ました。 本来、健康福祉部の音頭で実施されてきたこの行事

が、今年も総務自治部長牧田信一氏の音頭で開催されました。 

今年80歳以上で敬老対象の方々の地区及び男女別人数は下

表のとおりです。 地区内最高齢者は満100歳8か月の濵島キ

ヨさん、男性の最高齢者は満89歳6月の仮屋園功さん。今後

も皆様益々お元気で長生きしていただきます様お祈りいたしま

す。 

 男 女 合計 

菊地田 10 20 30 

下手中 3 14 17 

合計 13 34 47 
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 余興には、例年同様、大村報徳学園の園児による遊戯、ま

た初めての出演として、女装した男性のまじめで、時たま不真

面目で「笑いを」誘う踊りを瀬戸口さんに、また、プロ並みの

有川舞踊団によるいろいろな踊り、そして五連太鼓、また最後

には、地元臼井和子さん率いる舞踊団による、ヒョットコ踊り、

焼酎節など、会場の有志も加わり小原節などを踊り、大盛況の

敬老会でした。 

 

第2回運営委員会開催 
 

 9月24日夜、今期5月以降の報告事項を述べ、今後の事業

計画の発表を行い承認されました。  

特に今回は、5カ年計画の中の3つの重要課題が計画され

ていますが、そのうちのひとつで、新規イベントの開催は今

夏、『轟ふるさと夏祭り』を実施に踏み切りました。  

残り2つ、『農産物販売の設立推進』と『伝統芸能の保存維

持及び復活継承の推進』がありますが、総務自治部では、農

産物販売所設立については、先ずは、仮称「設立委員会」を

立ち上げ検討をしていきたい旨の説明がなされました。 

 

ふれ合い事業稲刈り体験 
  

10月13日（日）午後に企画されていた行事は、台風接近

のため中止となり、その代わり、早めの10/11に役員の一部

及び文化教養部員にて刈り入れ作業が実施されました。 

 

早朝一斉美化活動 
 

地区内の青少年及び住民が、一斉に地区内の早朝美化活動

に参加することによって、美しい郷土づくりへのおもいやり

や、連帯感あふれる明るい地区づくりに役立てることを目的

とした美化活動が10月19日午前6時30分から実施されま

した。また、このタイミングに女性部の方々は特別にコミセ

ンに集まり、コミセン裏側の庭の草取りに専念していただき

ました。 皆様有難うございました。 

 
 

第 38回地区大運動会大盛況 
 

 健康福祉部長 末吉耕一氏の指揮のもと、去る９月22日の

運営委員はじめ関係者各位との打ち合わせにより、入念な計

画に基づき、準備万端整い、予定通り11月3日に盛大に挙行

できました。 

心配された天候も好天に恵まれ、厳かな君が代斉唱による

国旗掲揚、そして、榎園清人大会会長の挨拶の後、黄組代表

の久永恵大君の選手宣誓で大会の火ぶたが切って落とされま

した。 

珍しいことに、最後の種目を残して順位は白、赤、黄、青

の順位でしたが、最後の男子総合リレーで、赤が白に追いつ

き同点、また青が黄に追いつき同点、最終的には、「ジャンケ

ン」で決することになり、優勝が白組、準優勝が赤組、3位

に逆転で青組、そして昨年優勝チームの黄組が最下位という

結果でした。昨年同様、種子島踊りの披露で場内が一段と彩

られ、また一方、臼井和子舞踊団のヒョットコ踊りで場内を

和ませてくれました。 

さらに、今年は、新しい試みとして、最後の大会閉会式に

続いて『お楽しみ抽選会』を企画し、応援の皆さんを最後ま

で会場に釘付けにしました。 大変よいアイデアという賞賛

を頂きました。1等には5,000円の商品券、次が3,000円相

当のビール５パック、さらに1,000円相当の商品10パックな

どでした。 

 
 

 

           
発行： 轟地区コミュニティ協議会                      発行年月：平成26年１２月15日 

住所：  〒 895-1501 薩摩川内市祁答院町下手 7266 番地  電話：55-1162  E-mail ：cc-td@reg.satsumasendai.jp 

     

 

 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

轟地区ゴルフコンペ盛大に挙行 
 

 健康福祉部長末吉耕一氏の指揮のもと、祁答院ゴルフクラ

ブで、11月20日(木)、総勢17名参加のもと、盛大にコンペ

が行われました。 優勝は、主催者幹事の末吉耕一さん、準

優勝は、他のベテラン男性群を退け、崎原加代子さん、3位

はその夫の﨑原茂さん。 ベスグロは89で福永俊郎さんでし

た。 
 

健康づくり講演会開催 
 

11月23日（土）、総務自治部長牧田信一氏の采配で、成人

学級として総勢28名の参加のもと、私の想い、「エンディン

グノート」と言う演題で知識 晃氏による講演会を実施しま

した。 いざという時に、子どもや身内に当然伝えておくべ

き内容を整理して記録に残しておくべきことが、如何に大事

なことか、認識を新たにさせられました。自分はわかってい

ても、いまや、核家族化が進み、物心がついたころは子ども

は離ればなれの生活・・・、親の想い等を伝える機会もあり

ません。元気なうちに整理しておきましょう！ 

 

第55回祁答院地域一周駅伝大会 

惜しくも 3位 
12月6日、危ぶまれた天候も無事回復し、午後2時熱戦の

火蓋がきって落とされました。 

夢をもう一度！ 昨年１７年ぶりの優勝を味わったその勢

いで、今年もさる１０月２５日に結団式を行い、健康福祉部

長末吉耕一監督及び岩元次郎コーチの熱心な指導のもと、選

手一丸となって厳しい練習に耐え、大会に臨みましたが、今

年は健闘むなしく惜しくも3位に終わりました。 

 選手一同また練習に加わり一生懸命練習を盛り上げてくれ

た生徒一同、そして世話役として支えてくださった関係者ご

一同の皆様、誠にご苦労様でした。  

順位は別として、一生懸命努力して戦いに望む姿は地区の

皆さんに間違いなく大きな感動を与えてくれました。有難う

ございました。 ５区で区間新記録を古賀智司君が樹立（２

秒更新して５分４７秒で新記録）、区間賞は福永はやと君と２

人でした。

 
 

 

今後の主な行事予定 

11/30  第54回祁答院地域一周駅伝大会  

12/14 09:00～ 霧島ドンの参拝路清掃作業 

12/18 18:00～ 第9回 コミ協役員会 

12/22 13:30～ 餅つきとしめ縄づくり及び門松

づくり 

12/28～30   消防団による特別年末警戒 

2014年 

 1/1 10:00～ 新年式 

1/5 13:30～ 消防出初式後の講演会による

消防団員の慰労会 

1/26 ０9:00～ ふるさと歩こう会、 

PM:   地区グランドゴルフ大会 

 

 

 

７区福永はやと君から８区走者 

下大迫亜紀さんへ２位でバトンタッチ 

反省会の様子 

今後の主な行事予定 

12/21（日）13:30～餅つきとしめ縄作り及び門松作り 

12/27（土）19:00～21:00 生け花教室 於コミセン 

12/28（日）～30（火）20:00～24:00 消防団による 

年末特別警戒 

1/30（火）13:00～ 鬼火たきの準備 

1/1(木）10:00～  新年式 

1/10(土）13:30～ 消防団後援会による消防団の慰労会 

1/10(土）15:00～ 鬼火たき組立、、18:00～鬼火たき火入れ 

1/17（土）18:00～ コミ協会長選挙の第一回選挙管理委員会 

1/25（日）８:50～ ふるさと歩こう会 （下手中コース） 

     14:00～ 轟地区グランドゴルフ大会 

2/8（日）10:00～ 男の料理教室→14:00～地域安全 

ふれあいの会 →16:00～ 各部会 

2/28（土)9:00～ 区有林手入れ 


